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宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・

ロゼ高校、米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取

材。雑誌・新聞・テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オ

ークランド在住の中村嗣氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移

動。01年、長男・章人君,02年、次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住

等ライフスタイル全般のコラムニストとして英語及び日本語で執筆活動を続

けている。著書は近代文藝社「おしゃれのエッセンス」「おしゃれのエッセンス

旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。NZでの生活のエッセイが載ってい

るホームページはwww.ouchi-junko.com

宮内彩の
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Insidious Fix

スリーブレスのタートル
ネックはオールマイティ
な一品。ミニと合わせて
クラビングに、ツイード
っぽいパンツと合わせて
オフィスに、ジーンズと
合わせて普段着に……
タートルネック＄179

EV
ER
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甘いピンクのヒラヒラ衿
付きニットは清楚なイメ
ージ。ジーンズとも相性
抜群です。
ピンクニット＄179
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N
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厚手のニットだけど、フィ
ット感のあるカーディガン
はジャケット代わりになる
オシャレなアイテム。
白カーディガン＄230
ワインカラートップ＄149

W
O

R
K茶色のニットワンピースに

大きくVの開いたセーター
を組み合わせて。ジャケッ
ト感覚で着るニットは、あ
まりカジュアルになりすぎ
ないのがポイントです。

ワンピース＄189
セーター＄199
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黒いレーシーニットはセク
シーでエレガントな味わい。
組み合わせ次第で、カジュ
アルにもフォーマルにも
着こなせます。　

黒ニット＄199

DINNER

ベアトップのピンクのニッ
トワンピースは遊び心たっ
ぷり。秋から春にかけてイ
ンナーとしても活躍しそう。
ピンクベアトップ＄199

RESORT
大きく襟ぐりのあいた、真
っ赤なセーターはディナー
の席でも充分通用します。
ミニスカートと組み合わせ
てセクシーに。
セーター＄189

DINNER

Fix Factory Shop ● 8 Selwyn Street Onehunga, Auckland
  Paris Texas ● 09-302-1687  /  Stella Gregg ● 09-377-7078

Texas Radio & the Big Beat ● 09-379-2797  /  Browns ● 09-309-5356

ニット専門のInsidious Fixはトップスが中心。
セーターやカーディガンなど、

着回しの効く単品がメイン。

なので、今回のボトムは
ショーサンプルの参考商品です。

　Insidious Fixの洋服との出会いは、

2001年の第一回NZファッションウ

ィークの時。羊の毛刈りショーでオ

ープンしたコレクションは、遊び心

たっぷりで、ひとひねりしたニット

の可愛らしさが目をひいた。「このブ

ランドはなかなかイケる」と、新しい

才能を発掘した時の興奮を覚えた。

　数日後、アオテアスクエアのマー

ケットをぶらぶら眺めて歩いていた

ら、可愛いニットのスタンドが目に

ついた。そこに並んでいる商品は

Insidious Fixではないか。「ファッシ

ョンウィークでコレ

クションを発表する

ようなブランドが、

こんな市場で売られ

ているなんて」とNZ

ファッションの規模

の小 ささを実感した。

「オネハンガに店が

あるの」と売り子の

若い女性が教えてく

れた。

　Insidious  Fixは、まだ、今のところ

NZファッションのBIGネームとい

う意識はされていない。しかし、近い

将来、世界的に知名度を上げていく

に違いないと私は 確信している。若々

しさ、色使いのセンス、エッジーだけ

どウェアラブルな点など、他のNZの

ニットメーカーとはひと味違う「勢い」

を感じさせる。そのクリエイティビ

ティの背景にはどんな人物がいるの

か、デザイナーのカイリー・デイビス

を訪ねた。

　オネハンガの店に行くと、「すぐ角

を曲がったところに工場があるから」

と案内された。そこで迎えてくれた

カイリーの若さに驚いた。若干29歳

の彼女は、既にビジネスをスタート

して８年たつ。オークランドのポリ

テクで一緒に学んだビジネスパート

ナーのジェイソン・クロフォードと

共に、95年にBenson & Hedgesのフ

ァッションアワードを受賞したこと

をきっかけに、二人で会社を立ち上

げた。

　「ジェイソンと私は、学生時代から

ビジネスの初期まで

は恋愛関係にあった

けれど、個人的な感

情よりも、ビジネス

を成長させることを

選ぶことにしたの。

ビジネスパートナー

として続けていくに

は、恋愛関係に終止

符を打たざるを得な

かったの」と彼女は

言う。「別れた当初は毎日会社にくる

のが辛かったけれど、スタッフも大

勢かかえていたし、大きな責任があ

ったので、表向きは平気な顔をして

いたわ」今ではお互いそれぞれのパ

ートナーを持ち、親友であると共に、

良きビジネスパートナーとしてブラ

ンドの発展に全力を尽くしている。「私

がデザインやマーケティングを担当

して、ジェイソンはビジネス面やシ

ョーの演出などを手がけているの」

　今回の秋冬コレクションは、「セク

シーでフェミニンな面と、古着感覚

を兼ね備えています。厚手のチャン

キーなニットや、広く開いた襟ぐり

など、昔懐かしいスタイルを取り入

れているの」とカイリーは言う。

　インスピレーションは、ほとんど

オークランドや旅先の街でいろいろ

な人を見る事から。「Tanuki The 

Caveはピープルウォッチングに最

高よ！定期的に行くのよ」

 全商品がこのオネ

ハンガの工場で生産

されている。大きな

編み機が何台も並び、

作業台やミシンがな

らぶ工場では、テキ

スタイルのデザイン、

サンプル制作、商品、

発送までの全ての行

程が行われる。「全て

ニュージーランド生

産というのは私たちにとって、大き

な誇りなの」羊とウールのイメージ

が強いニュージーランドだが、大量

のアジアからの輸入のため、ニット

の専門メーカーは近年減少し、現在

13社ほどしかないという。

 この難しいニットの世界に足を踏み

入れるきっかけとなったのは、ジェ

イソンの両親がニットメーカーを営

んでいたからだ。専門的な知識を膨

大に必要とする業界のため、なかな

か部外者には敷居が高いのだ。

　ニットをベースに、カイリーの美

意識とセンスで、若々しく、ファッシ

ョナブルなラインは、ニュージーラ

ンドとオーストラリアを中心に展開

されている。北半球

での取扱店も数店

あるが、これを拡大

していくことが今

後の課題だ。

　存在感のある、こ

洒落たニットはワ

ードローブの中で

も重宝する一品。オ

ネハンガのファク

トリーショップに

足を運び、前シーズン物やサンプル

などから掘り出し物を探してみるこ

とをおすすめする。


